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1)成人男性に発症 したサ イ トメガロウ イル ス

肝炎の一例
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症例は,33才の男性.38度台の高熱を主訴とし当科外

来受診,5月7日,入院 費痘,皮疹,咽頭痛,関節痛,

リンパ節腫脹無し.検査では,胆道系酵素優位の軽度の

肝機能異常を認めた.末梢血中に異型リンパ球の出現 も

認めた.腹部 CT,腹部 US検査では,滑液太のみ.

f-IBs抗原.Igh:･IHA抗体,HeV抗体,HCVRNA.

抗柁I封本.抗ミトコンドリア抗体は陰性.EBV は既感

染のパターン.CMVIgh･,IAbが陽性.Antigenemia

も陽性であり,CMV 初感染による急性肝炎と診断した.

組織的には軽度の急性肝炎の所見のみで棟内封入体は認

めなかった.発熱は,約2週間持続したが,特殊な治療

をせず.自然に解熱し退院となった.

2)E型肝炎の2例
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E型肝炎は,国内では稀な疾患であるが,近iFの国際

化により,今後本疾患を診療する機会が増加する可能性

があると考えられる.

当科で経験 した E型肝炎の2例を提示し,若干の文
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敵的考察を加えて報告する.

症例 1は20歳男性 (学生 ).症 例 2は30歳男性

tBangladesh 人留学生)である.ともに消化器症状を

主訴に当科入院.A 型肝炎様の経過を示 し,3週間程

度で肝炎は軽快,退院した.血清学的検査では A 型,B

哩,C型肝炎ウイルスを始め.各種ウイルスマーカーも

陰性であっ/+=が.E型肝炎ウイルス りユ~FHE＼勺 に

対する 1g九･,l型,lgG 型の抗体が証明され,E 型肝炎

の診断が確定した.

は,胎盤や胎児に与える影響が大きく,局所の凝固異常

による胎盤梗塞や胎児の肝炎の問題が報告されている.

今後治頼法の確立が望まれるところである.

3)eoilingが奏功 した肝動淑 門脱濠による門朕

庄克進症の 1例
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肝動娩門販療 (APT)は無症状で門脆圧克進症をき

たす疾患であるが,腹水,胃静腺痛破裂 を合併 した

APFに対し,コイルによる塞栓術が奏功 した 1例を報

告する.症例は81才女性.大腸癌,門脈圧克進症の診断

にて.当院外科入院中,平成10年10日10日吐血をきたし.

上部消化管内視鏡にて,腎静脈癒破裂と診断され,同年

10月摘日当科に転科した.腹部造影 CT にて APF と

診断した.腹腔動脈造影では左肝動脈門脈唾がみられ,

左肝動脈遠位部より連続的に近位部までマイクロコイル

にて塞栓 した.塞栓後造影では肝動脈門脈唾はほぼ閉鎖

された.塞栓後,静脈痛は改尊,腹水は消失した.

APFは塞栓後,側副路形成.再開通をきたすことが

報告されており,経過観察が必要である.

4)田上 町 腹部エコー検診 (7年間の成果と現

況 に つ いて)
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閃.l二町では1992年より地域胃痛検診時に腹部エコー

検査による肝胆障腎の検診を併用してきた.今回7年間


